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Transient Receptor Potential Vanilloid 1 antagonist, capsazepine, improves survival in a rat hemorrhagic
shock model.















TRPV1が存在するCSSN (Capsaicin sensitive sensory nerve) には、中枢神経系を介した求心性作用以外に、末梢での神経伝達物質放出に
よる遠心性作用が報告されています。現在、我々はTRPV1のHSにおける神経伝達物質を介した遠心性作用の関与の有無についてさらなる
病態解析をすすめています。
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